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 事務所通信 
 

 

ニュースから考える  

  

2018年2月25日、過去最高のメダル数を日本チ

ームが獲得し平昌オ

リンピックが閉幕しま

した。 

沢山の選手の活躍

により日本中に多くの

感動を与えてくれた

17日間でしたが・・な

かでも閉幕直前の高木菜那選手の金メダルは高木

ファミリーにとっては多くの思いがあるでしょう。私を

含めてほとんどの人は「美帆ちゃんのおねーさん」と

いう目で応援していました。しかし、自分自身の実力

と努力の積み重ねでオリンピック女子史上初の一大

会２つの金メダル獲得という歴史快挙を成し遂げた

のです。 

最近の風潮を表すように今回のオリンピックでも女

性の活躍が目立ちました。メダル 13の内訳は女性

8、男性5と僅差ですがその差以上にメディアの注目

度は女性の圧倒的勝利です。 

スポーツだけではなくビジネス界でも女性の活躍

が目立っています。男性陣も今まで以上に頑張らな

ければ・・と考えさせられました。 

 

 

 

1分でわかる業務カイゼン 

「人間万事塞翁が馬」 

 

高木姉妹のオリンピックでのドラマは映像としてニ

ュースでたびたび流され、皆さんが知るところではあ

りますが・・。人生には

良い時も、悪い時もあ

ります。まさに「人間万

事塞翁が馬」と思える

ようなメダル獲得が今

回のオリンピックでもあ

りました。 

カーリング女子の吉田知那美選手は4年前のソチ

オリンピック出場の後すぐにカーリングの名門チーム

「北海道銀行」から戦力外通告を受けました。年齢

的には平昌を十分狙える22歳の時です。 

傷心を癒すために旅行に旅立った吉田選手を熱

心に誘い、地元北見に戻って選手生活を続けるよう

説得、自身が設立した LS北見への参加をマリリンこ

と本橋麻里選手が導きました。LS北見への移籍がな

ければ引退の危機が直前に迫っていたのです。また、

日本にとっても吉田選手がいなければ今回のメダル

獲得がなかったでしょう。吉田さん自身も凱旋後の

祝賀会で「この町、何もないよね～。小さい頃はここ

にいたら夢は叶わないんじゃないかと思ってまし

た・・。でも今は、この町じゃなきゃ夢は叶わなかった

と思います」と地元への感謝の言葉を述べていまし

た。 

大企業が手厚くサポートするチームと自身が企業

に貢献しなければ給料さえ支払われない中小企業

での勤務は練習面、メンタル面で大きな違いがあっ

たでしょう。小平奈緒選手を支えた相澤病院や無名

の中小企業の支えで夢が叶うという現実は私たちに

とっては大きな励みとなります。 

 

「裏方に感謝」 

 

オリンピックでは自分自身を鼓舞するように「大き

な発言」をする人、秘めた「自信を抑えた発言」をす
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る人など性格はそれぞれです。しかし、メダルを獲得

した多くの選手は自身をサポートし支えてくれた無

名の裏方さんに感謝の言葉を述べる場面が多々あ

りました。 

企業経営においては社員さんを選手に置き換え

て考える事が出来ます。自信過剰の社員、不器用で

おとなしい社員、先ほどの吉田選手のように他の会

社へ移った方が能力を発揮できる社員さんもいるで

しょう。 

 また、経営者であってもノルマだけかけ社員を怒鳴

り散らす人もいるでしょうが多くの経営者は遅い成長

を優しく見守り、あるときは育てた社員に転職される

という苦い経験をする事もあります。そう考えると経営

者はまさに裏方さんです。 

 今回のオリンピックで感じた事はメダルを獲った陰

には支えた人がいて、そ

の人たちにカメラの前で

素直に感謝の言葉がで

るという信頼関係の素晴

らしさです。選手（社員さ

ん）、裏方（経営者）がお

互いに信頼しあえるそん

な関係が理想なんだな～と感じられるたオリンピック

でした。 

 

 

会社の健康診断として経営分析を行っていますので担当者にお尋ね下さい。また、お

知り合いの経営者でお悩みの方がおられましたらお気軽にご相談ください。 

 

今月の経営のヒント ：社員と経営者との信頼関係 

   

今月のことば 

 

優しい言葉をかければ、信頼が生まれる。 

相手の身になって考えれば、結びつきが生まれる。 

相手の身になって与えれば、愛が芽生える                        
（老子） 

 

編集後記： 

 

カーリング女子LS北見が「もぐもぐタイム」で彼女たちが美味しそうに食べていた北見の銘菓に注目が集

まっています。ふるさと納税の返礼品として北見市が採用していますので全国からの寄附が集まりそうです。

また、過去最大の豪雪被害に巻き込まれた幌加内町も豪雪対策にふるさと納税を活用する予定です。 

ふるさと納税と言えば高額な返礼品に非難が集まる事もありますが少子高齢化の中、地方自治体にとって

は「企業努力」ならぬ「自治体努力」で税収減を地域振興のためのふるさと納税で補うという機会が増えそう

ですね・・。（寿） 

 

当事務所のお客様の最近の黒字決算割合（ＴＫＣが証明するデータを使用しています） 

最近1年間：80.0％  
（国税局の発表によると法人の黒字割合は32.1％（27年4月～28年3月）です） 

 

事務所からのお知らせ 


